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例  言

１ 本書は令和６年(2124)４月から令和８年(2126)３月まで行われた、「旧松本市立博物館（⽇本⺠
  俗資料館)」の解体前調査報告書である。
  
２ 松本市から公益社団法⼈⻑野県建築⼠会が委託を受け、⻑野県建築⼠会松筑⽀部が調査を実施した。

３ 調査は「⽇本⺠俗資料館」の建築及び史料の調査を行い、記録保存を目的に実施された。
  
４ 掲載の写真については、特記のないものは調査者の撮影による。

５ 調査担当者・写真撮影担当者・執筆担当者は以下のとおりである。
   ・建物調査及び写真撮影(五十音順)

 赤羽直美   荒井洋   川島智隆   野口大介  
 ⻑⾕川繁幸   藤松幹雄   米山文香

   ・報告書作成(図面作成含む)  
 野口大介  米山文香

６ 本書の作成に当たり、次の方々、団体からご指導、ご協力を賜った。
・松本市立博物館   ・松本市建築指導課   ・浅間温泉文化センター
・上田市教育委員会   ・公益社団法⼈⻑野県建築⼠会ヘリテージマネージャー協会
・マツモト建築芸術祭実行委員会(写真提供)   ・横山元信氏(写真提供)

凡  例

１ 本文の用語は、現代仮名遣い、常用漢字を原則とした。ただし、固有名詞・専門用語と、一部特別
  な表現については、その限りではない。

２ 本文の寸法標記は、原則としてメートル法を用いた。

３ 年号は原則として和暦年号を用い、⻄暦年号を( )書きで併記した。
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10 解体中調査
 解体工事中である、令和７年５月１９日の夕方、施工会社の協力のもと、解体中の調査を行っ
た。躯体コンクリートの解体中の工程で、１時間ほど作業を止めて地上からの目視調査を行った。
また、工事完了後、工事記録の写真を見せていただき、解体中の様子をいくつか抜粋した。
解体工事施工者の株式会社 共立解体 現場代理人 副社⻑御子柴⽒にご協力いただいた。

●旧⺠俗資料館調査記録
・コンクリートは堅牢で、強力なパワーの重機が必要であった。そのため、予定よりサイズの大
 きなアタッチメントを使用した。その重さが4tであるため、それを装着するのに予定より大き
 な重機を入れることとなった。(御子柴⽒談)
・主筋30φ以上の異形鉄筋が見受けられたが、25φくらいの丸鋼の鉄筋も主筋として使われてい
 る個所があった。
・主筋の圧接継手がみられた（すべての継ぎ手が圧接であったという事の裏付けではない）。
・太い丸鋼の端部が輪っか状に曲げて溶接されている物がいくつかあった。(用途不明)
・型枠は合板型枠ではなく板型枠が使用されていた。

解体風景   主筋の圧接継手

先端を曲げた太い丸鋼         板型枠の跡が⾒える躯体

〔P30〕



・天井の下地組は、錆止め塗装されたアングル等鋼材に、軽量天井下地が使われていた。
・空調ダクトには保温材が施工されていた。※当初からのものかは不明
・排水管にも保温材が施工されていた(結露防止と遮音効果)※当初からのものかは不明
・屋根の仕上げ鉄板の下には、防水紙とアスファルト防水層(t15㎜程度）があった。
・ＰＣ化粧板の取付部分は、躯体埋込アンカーにアングルピース取付であった。

天井下地 (地階清掃夫室)     天井裏 空調ダクト施工状況

天井裏 排水管施工状況     屋上 アスファルト防水紙、アスファルト防水層

外壁打込みアンカー+アングルピース      外壁PC版取付部分(左写真部)

〔P31〕



・ＰＣ化粧板の構成は2層で、下層はセメント色、表層は
 白セメントが使用されていた。

・ＰＣ化粧板にはワイヤーメッシュが入っていた。

外壁PC化粧板の断面(左側が表層) 外壁PC化粧板

●重要⺠俗資料収蔵庫調査記録【解体工事中に調査日が確保できなかったために、施工業者から
 提出された工事記録写真より抽出した】
・改修工事図面どおり、外壁躯体の内側にグラスウール断熱材が施工されていた。
・屋上の砂利が敷きの下には、アスファルト防水層が施工されていた。

外壁解体 軽量下地、グラスウール     躯体解体 

・

躯体解体     屋上アスファルト防水

〔P32〕












































































